説教要旨「断食」
聖書；マタイ６章１６－１８
　信心、宗教心というものは心の問題です。誰の心も外部から見ることはできません。たとえ親子、夫婦であっても心の深い部分を知ることはできません。しかし、心にある思いは一部は行い、特によい行いといわれている言行に現われてきます。
　イエス･キリストはここで三つのよい行いを取り上げておられます。第一は施しや慈善といわれている行為です。第二は祈祷、第三は断食です。ユダヤ人だけではなく、宗教には、その心が外面的に現われてくる以上、このような善行はつきものと言っても過言ではありません。
　宗教的善行は三つだけには限られません。独身を守ること、清貧に甘んじること、あるいは巡礼を行なうことも善行と認められていました。修道生活は、善行によって神に近づこうとする運動ですが、独身、清貧に加えて上司に対する服従も加えられています。
　このようなよきわざをキリストは特にここで三つ挙げられていますが、意味ないことではなく、施しは隣人に対する善行、祈祷は神に対する善行、そして、断食は自分に対する善行と分類することができると思われます。善行は、隣人、神、自己に対してなされ、その内面にある敬虔、信心がそれぞれ明らかになってくると考えられます。
　断食について、ユダヤ人は大変重視していました。贖罪の日に全イスラエルは苦行といわれているわざを行なうことが律法に規定されています（レビ記１６章２９）。この苦行は「断食」に他なりません。贖罪の日は１年に１度守られます。ユダヤ人は年１回におさめられず、他にも、国家的記念日、特に民族に歴史の中で起きた不幸な事件をしのぶ日にために一斉に国民全体が断食を行ないました。例えばバビロンによるエルサレム陥落の日などです。その日ユダヤ人は民族的悲劇を思い起こし、それを引き起こしたユダヤ人の不信仰を悔い改めたのです。ことあるごとに断食を実施することはユダヤ人の習慣となります。こうして、年数回では満足できない「敬虔な」人は週に２回断食をするようになりました。月曜日と木曜日が選ばれます。こうして年に１００回以上断食日を守る熱心な人も現われます。当然そのような人は宗教心に厚い人であり、社会的に信用できる人と見られ、実際にユダヤ人の指導者として祭り上げられるようになります。特にファリサイ派と呼ばれる人たちはこの断食を重視し　ました。
彼らは人から宗教心の厚い人と見られるために断食を繰り返しました。見せるために、苦しそうな顔をします。断食は食を断つことですから苦しい修行となります。ファリサイ派は一見して断食をしていることが分かるようなやり方で断食を実行しました。顔の表情から断食をしていることが分かるような仕方で断食を繰り返したのです。それほどまでして、人に見せようとしたのです。
　キリストはファリサイ派が断食を見せることで敬虔な者たちと認められ、評価され、社会的にも認められるようになったことを指して、既に報いを受けているといわれたのは間違いありません。見せる断食によってファリサイ派の人たちは人からの評価を自分のものとすることができたのです。しかし、キリストご自身は断食を退けられたのではありません。キリストご自身は断食をされています（マタイ４章１）。キリスト教会も、伝道者を送り出すにあたって、断食をして祈り、また、教会の長老を選ぶ時も断食をしています（使徒１３章２－３，１４章２３）。断食の行為そのものをキリストは否定されていません。
　断食は歴史的な災いをもたらした民族的な背信に対する悔い改めを示すものとして行なわれました。また、祈りを切実な祈りとして実行するために断食を教会的に実施しました。このような例から示されますが、キリストは断食そのものを否定されたり、安易に断罪されたりすることはありませんでした。むしろ、キリストは断食によって示される禁欲を重視されたはずです。
　断食は食欲を断つ行為です。食欲は人間の基本的欲望です。食べたいという願望は人間が生きている証拠です。そのような食欲を意図的に拒むことは大変な努力と意志力を必要とします。
　断食の仕方はいろいろあります。肉食をしないというだけの断食もあります。スイス宗教改革時代では、ツヴィングリというスイスの宗教改革者がしたことは、レント（受難週の前の４０日間）、禁じられている肉食をして教会の習慣に公然と反抗したことです。あるいは太陽が出ているときだけ断食するが日没と共に食事を取る、というような方法もあります。イスラムではラマダンと呼んでいます。断食をすることはただ食を断つというだけではなく、神の前で罪から生じる欲望を消滅させるという目論見があるのです。断食は多くの宗教に取り入れられています。そういう意味では断食を悪しき行為であるとか、つまらない価値のないわざと決め付けることはできません。断食そのものを自己と対峙する行為と言ってもよろしいでしょう。
　欲望は、人間の全身から出てきます。性欲も人間の基本的欲望でしょう。これを抑圧することはたいていの人には至難のわざであるといえると思います。物欲と言われている欲望はいろいろな形で現われますが、それを抑制することは大変困難です。
名誉欲といった心の動きと関わる欲望もこれを押さえ込むことはどれほど難しいことでしょうか。そのほかにもさまざまな欲望があり、その欲望に縛られています。断食はこのような欲望との戦いの場だといえるでしょう。
欲望は人間の罪から生じてきます。欲望のない人間はありません。欲望は良い方向からながめると生きて行こうとする意志の現われです。欲望は希望でもあります。欲望を失うと生きていけないのです。食べたいという欲望が失われますと、たちまち体力は失われていきます。このような意味での禁欲を一概に有害な行動だと決め付けることはできません。この欲望を克服するためには克己心が求められます。このような克己心と宗教は深く結びつきます。
断食を健康のために行なうというのは現代的傾向です。ダイエットして健康を取り戻そうとするわけです。しかし、キリストの時代、よほどの裕福な階層でなければダイエットなど不可能です。断食はあくまで禁欲であり、欲望との戦いであり。その欲望は罪を起源とすることも多かったのです。ただ食を断つというだけではなく、根源で罪を抹消するため断食が行なわれます。
　難行苦行によって諸悪の根源である欲望を抑制する。このような修行、修道生活に対する評価は今の時代でも高いということができるでしょう。修業を全うできるような人こそ宗教者らしいと思われることもしばしばあります。そこに清らかさも感じて、修道院に対する憧れが今も多くの人々に保持されているといえるかもしれません。
　日本の宗教のなかで民族的にさえ大きな影響を残したさまざまな宗派が存在します。また、清貧に甘んじ、徳を深めた宗教者がいます。禁欲的な山中での日々の修行の中で自己を見出すという場合もあるでしょう。
　断食という禁欲を守ることで、霊的な意味で、人間的な向上が図ろうとされます。いかに食べることに支配され、食欲を押さえられず、怠惰と無為に日を過ごしているかというような愚かさに気づいて反省するということのためには好都合なよいわざです。そうすることで、自分自身をよく見極めることができます。たいていの場合、自らの弱さにがっかりさせられます。少しだけの期間、多少とも甘い禁欲すらも実行できない力のなさに失望をさせられます。意志力の弱さに落胆させられるものです。と同時に断食という善行によって自己を見つめるだけではなく。キリストこそ救い主という信仰に導かれます。
　そういい自己との対決は宗教心の向上を促します。キリストは見せるために断食をすることを求められませんが、断食をして自己を眺め、修行することが勧められるはずです。断食をするとき、人に見せる必要はありません。しかし、自分自身のありのままは見せられます。断食という禁欲生活をすることで、肉体的にはきわめて虚弱な自己を見つめることができます。
　このような自己の弱さを見い出すために私たちは断食の持つ価値を見失ってならないと思います。ただ、次のこともいえることでしょう。断食はその行為を自分自身に対して見せるためのものです。断食をする際にそこで明らかになるのは欲望に縛られ続ける自らの弱さであり、断食すらできない意志力の欠乏です。
　だから、私たちはここで自分のよい行為=善行で明らかになったことは神のみ前でふさわしくない自己の発見です。ありのままの姿を見い出すしかありません。私たちの断食という禁欲的な行為が明らかにすることは意志力の薄弱さであり、信心の弱さです。そこで断食は私たちを神から引き離すことができるかというとそうではありません。またそんなことがあってはならないのです。断食はその行為によって私たちにその心の奥底にあるものを白昼の陽光にさらします。さらされて神に相応しくないと痛感させられます。
そのとき、ある人はここで意志力の弱さ、欲望に支配される弱さに屈服させられるようになります。そこにあるのは自己に対する感覚でしょうか。しかし、断食が明らかにするもの、それはわたしの意志力の弱さばかりではなく、そこに信仰を見い出すのだということです。罪の赦しを求める信仰です。
　断食によって明らかにされるのは私たちの禁欲する力の弱さでしょうが、その弱さを私たちは断食を通して直視させられます。そして、その直視から直ちに神に赴くのです。どんなに信仰の弱い者でも私たちは神によって罪を赦されます。(この項おわり)
